
                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子
ど
も
は
、
遊
び
の
天
才
で
す
。

適
当
な
３
間

（時
間

・
空
間

・
仲

間
）
を
与
え
る
と
、
自
然
発
生
的

に
遊
び
を
創
り
だ
し
、
夢
中
に
な

っ
て
遊
ん
で
い
ま
す
。 

 

子
ど
も
は
、
体
を
動
か
す
こ
と

が
大
好
き
で
す
。
運
動
は
成
長
の

著
し
い
こ
の
時
期
に
、
体
に
適
切

な
刺
激
を
与
え
る
こ
と
に
よ

っ

て
、
心
身
共
に
健
康
な
発
達
を
促

し
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
が
、
近
年
、
運
動
の
二

極
化
が
大
き
く
な
り
、
運
動
を
日

常
的
に
す
る
子
と
そ
う
で
な
い
子

の
差
が
顕
著
に
な

っ
て
い
ま
す
。

小
学
校
の
運
動
部
活
動
も
年
々
盛

ん
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
同

時
に
運
動
離
れ
も
進
み
、
遊
び
そ

の
も
の
が
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
等
に
代

わ
り
、
生
活
の
中
で
の
運
動
量
が

減

っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
保
健
面
で
は
、
自
己
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
ず
、

「キ
レ

や
す
い
子
ど
も
」
や

エ
イ
ズ
教
育

や
性
教
育
等
も
大
き
な
課
題
で
あ

り
ま
す
。 

 

学
校
体
育
は
、
こ
の
よ
う
な
子

ど
も
が
抱
え
る
発
達
課
題
に
対
応

し
、
子
ど
も
た
ち
の
運
動
嫌
い
を

な
く
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
運
動

に
関
わ
れ
る
子
と
健
康
に
関
心
を

も
ち
、
実
践
で
き
る
子
の
育
成
を

目
指
し
て
授
業
改
善
を
行
い
、
実

践
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

 

昨
年
度
は
、
沖
縄
県
学
校
体
育

研
究
発
表
大
会
を
八
重
山
で
開
催

し
、
体
育
と
保
健
に
つ
い
て
の
公

開
授
業
を
行
い
、
多
く
の
会
員
と

関
係
各
位
の
理
解
と
協
力
の
お
陰 

で
大
き
な
成
果
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

              

今
年
度
は
、
実
技
研
修
と
授
業

研
究
を
行
い
、
今
後
も

「運
動
と

健
康
」
に
つ
い
て
実
践
研
究
を
進

め
て
い
き
ま
す
。 

 

本
研
究
会
は
、
八
重
山
地
区
に

お
け
る
小
学
校
体
育
の
授
業
に
寄

与
す
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
実
践

的
な
研
修
を
企
画
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
是
非
、
研
修

に
参
加
し
て
た
く
さ
ん
の
ヒ
ン
ト

や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
生
か
し
て
、
子

ど
も
た
ち
に
よ
り
楽
し
い
授
業
を

提
供
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す 

 

   
  

小
学
校
体
育
研
究
は
、
八
重

山
地
区
の
子
ど
も
達
へ
、
よ
り

一
層
充
実
し
た
体
育
学
習
を

提
供
し
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
、
「学
校
体
育
実
技
講
習
会
」

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。 

 

昨
年
度
は
、
筑
波
大
学
准
教

授
・松
元
剛
先
生
と
、
日
本
フ

ラ
ッ
グ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
事

務
局
次
長
・小
川
昭
彦
先
生
を

お
招
き
し
、
八
月
に
フ
ラ
ッ
グ
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
実
技
講
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
六
十
名
以
上
の

参
加
者
の
も
と
、
「フ
ラ
ッ
グ
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
の
教
育
的
価
値
に

つ
い
て
」と
題
し
て
の
松
元
先
生

に
よ
る
講
話
と
併
せ
、
か
な
り

の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
講
習

会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
、
八
月
十
八
日

に
、
石
垣
小
教
諭
・宮
良
善
起

先
生
と
、
登
野
城
小
教
諭
・大

底
和
智
先
生
を
講
師
に
、
器
械

運
動
実
技
講
習
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

昨
年
度
の
西
部
地
区
学
校

体
育
指
導
者
中
央
講
習
会(

文

科
省
主
催)

に
参
加
し
た
宮
良
先

生
に
よ
る
伝
達
講
習
と
し
て
の
開

催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
新
鮮
、

か
つ
具
体
的
な
指
導
実
践
の
事

例
の
紹
介
と
共
に
、
参
加
し
た
約

四
十
名
の
先
生
方
が
、
運
動
不

足
の
体
に
む
ち
打
ち
な
が
ら
も
、

常
時
楽
し
そ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
に

技
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。 

本
研
究
会
で
は
、
こ
の
よ
う

に
、
会
員
の
先
生
方
を
は
じ
め
、

本
地
区
の
先
生
方
の
要
望
等
を

集
約
し
、
定
期
的
に
実
技
講
習

会
や
公
開
研
究
授
業
を
開
催

し
て
い
き
ま
す
。 

 

 

よ
り
多
く
の
先
生
方
と
、

日
常
の
体
育
学
習
に
お
け
る

指
導
上
の
悩
み
や
成
功
例
等

の
情
報
等
を
交
わ
し
な
が
ら

の
展
開
を
大
切
に
し
、
「参
加

し
て
良
か
っ
た
ぁ
…
」
と
言

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
講
習

会
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。 

講
習
会
の
開
催
に
関
す
る

お
知
ら
せ
は
、
小
体
研
発
の

公
文
や
事
務
連
絡
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

（近
日
開
設
）
等
で

行
い
ま
す
。
何
ら
か
の
形
で

講
習
会
に
関
す
る
情
報
が
入

っ
た
場
合
は
、
遠
慮
す
る
こ

と
な
く
、
お
気
軽
に
ご
参
加

下
さ
い
。 

次
回
の
開
催
は
、
下
記
の

通
り
で
す
。

→
→
→ 

 

県学校体育研究大会授業の一コマ 

器械運動実技講習会の様子 

あ
る
先
輩
教
師
か
ら
、
「小
学
校
の
先

生
は
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ダ
ー
で
あ
る
こ

と
！
そ
の
中
で
得
意
分
野
を
必
ず
一
つ

持
つ
こ
と
！
」
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂

き
ま
し
た
。
新
採
用
か
ら
四
年
、
特
に
私

が
力
を
入
れ
て
研
究
し
て
い
る
教
科
が

体
育
と
な
り
ま
す
。 

今
回
の
研
修
内
容
は
、
「平
成
十
九
年

度
子
ど
も
の
体
力
向
上
指
導
者
養
成
研

修
会
・器
械
運
動
班
」
を
通
し
て
学
ん
で

き
た
こ
と
の
伝
達
と
な
り
ま
し
た
。
八
重 

山
地
区
の
先
生
方
に
伝
達
で
き
る
場
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
共
に
研
究
を

深
め
て
い
く
仲
間
が
増
え
れ
ば
と
い
う
強
い
思
い
で
、
研
究
同
人
の
登
野

城
小
学
校
教
諭
の
大
底
和
智
先
生
と
共
に
、今
回
の
講
師
を
喜
ん
で
努
め

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

当
日
は
、
た
く
さ
ん
の
先
生
方
の
参
加
が
あ
り
、
共
に
器
械
運
動
で
の

指
導
の
ポ
イ
ン
ト
等
を
確
認
で
き
た
こ
と
が
何
よ
り
で
す
。 

こ
の
研
修
会
で
得
た
こ
と
を
八
重
山
の
子
ど
も
達
に
還
元
し
、体
育
好

き
な
子
ど
も
が
増
え
、
そ
れ
に
応
え
ら
れ
る
先
生
方
が
一人
で
も
多
く
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
体
育
を
得
意
と
し
た
仲
間
と
さ
ら

に
研
究
を
深
め
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 
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長
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吉
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長
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◇
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事
安
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小
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教
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長
◇
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長
◇
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教
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長
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事
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恵
理
子
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垣
小
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監 
 

事
◇
入
福
濵 

舞

（石
垣
小
学
校
教
諭
） 

会 
 

計
◇
新
垣
三
貴
子

（新
川
小
学
校
教
諭
） 

 

昨年度のフラッグフット実技講習会の一コマ 

フラッグフット実技講習会参加者みんなで… 

今年度の器械運動実技講習会の一コマ 

今年度の器械運動実技講習会の一コマ 

鉄
棒
・
マ
ッ
ト
運
動
・跳
び

箱
と
い
っ
た
器
械
運
動
は
，
小

学
校
体
育
の
も
っ
と
も
基
本
と

な
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

子
供
た
ち
に
楽
し
さ
を
伝
え 

る
た
め
に
今
回
の
講
習
会
を
受

講
さ
せ
て
も
ら
った
の
で
す

が
，
実
際
受
け
て
み
る
と
，
自

分
自
身
が
楽
し
さ
に
気
づ
か
さ

れ
た
講
習
会
で
し
た
。 

 

器
械
運
動
は
一歩
間
違
え
る
と
と
て
も
危
険
な
運
動
で
す
が
，

そ
の
反
面
，
体
育
実
技
で
必
要
と
さ
れ
る
バ
ラ
ン
ス
感
覚
，
柔
軟

性
，
瞬
発
力
と
い
った
様
々
な 

身
体
能
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
で 

き
る
，
と
て
も
す
ば
ら
し
い
運 

動
だ
と
，
改
め
て
実
感
し
ま
し 

た
。 

 

「子
供
に
楽
し
さ
を
伝
え
る
」 

に
は
，
「教
師
自
身
が
楽
し
む
」 

こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
だ
と
感 

じ
ま
し
た
。
今
後
の
教
員
生
活 

で
は
，
私
自
身
が
見
本
と
な
り
， 

子
供
と
と
も
に
楽
し
め
る
よ
う 

な
体
育
を
実
践
し
て
い
き
た
い 

で
す
。 

 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

器械運動実技講習会の様子 

今回の改訂では、いずれの領域において

も、成人が行っているスポーツをそのまま児

童に与えるのではなく、児童の発達段階に応

じた教材の工夫が求められていることが重

要である。目標に「適切な運動の経験」と記

されていることは、その証左である。それは、

児童が心身の発達的特性に合った運動を実

践することによって、運動の楽しさや喜びを

味わうことを意味している。そのため、児童

の運動への能力・適性、興味・関心等の状況

に即した指導が、意図的、計画的に展開され

ることが求められる。 

この点に関しては、大人の目からみれば必

要性が十分理解できることは児童にとって

も同じであると思いこむケースが、ままみら

れることへの配慮も必要である。スポーツの

魅力や体力、健康の必要性は最たる例であ

る。そのため、新学習指 

導要領では、発達段階を 

踏まえた適切さが随所で 

強調されている。 

例えば、運動する子ど 

もとそうでない子どもの二極化や、体力の低

下傾向を受け、低学年から体つくり運動が位

置づけられたと言われれば、とにかくトレー

ニングを行う必要がある、あるいは単調であ 

ってもその方が将来的な効果が期待できると

いった認識のもとで、授業が展開されること

も予想できる。 

その結果、体つくりの授業がややもすると、 

児童の興味・関心を欠いた単調な動きの反復

に終わってしまうことも危惧される。そのた

め、一人一人の児童がねらいをもって学習に

取り組むことができるようにすることや、楽

しく授業を展開することが求められる。 

 また、ゲームやボール運動においては、児

童の実態に応じた、修正されたゲームの工夫

も求められる。これらのゲームは、プレーヤ

ーの数、コートの広さ、 

プレー上の制限、ボール 

その他の運動用具や設備 

などに関するルールを修 

正し、学習課題を追求し 

やすいように工夫したゲームを指す。このよ

うなゲームの工夫が、教師には求められるこ

とになる。 

 加えて、一人一人の児童が確かな学習成果

を身に付け、生涯にわたり豊かにスポーツを

実践していけるようになる基礎を培うこと

を意図して、新学習指導要領では運動の取り

上げ方が、現行の学習指導要領以上に弾力化

された。それだけに、地域や学校の実態を踏

まえバランスの取れた年間計画や６年間の

系統を見据えた指導計画の検討が求められ

ることになる。 

 


